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AP  

● 第20 回開催記念展示  

ITS世界会議の歴史 

ITSの開発と実用化、20 年の歩み 

● 世界のITSリーダーによる公開トークセッション 

協調型運転支援と自動運転の将来 

ITSビッグデータ 

● ３極合同デモンストレーション 

自動運転と高度運転支援 
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第20 回開催記念展示 

● ITS世界会議の歴史 

● ITSの開発と実用化、20 年の歩み 

展示場のアトリウムゾーンに各回のITS世界会議のバナー、パネルを
展示し、テーマ、ロゴ、写真などから世界各地に支えられた歴史を振り
返る。 

それぞれの世界会議の主要テーマや基本データを集約した資料集を
電子書籍として作成。⇒タブレット端末で情報提供。 

特別企画展示コーナーを設け、欧米APの３極で設定した共通テーマの
開発・実用化の歴史を示す年表を展示。 

掲載した事例の具体的内容を説明した資料集を電子書籍として作成。
⇒タブレット端末で情報提供。 
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ITS世界会議の歴史 

20 周年記念バナー（開催都市名・ロゴ） 

世界会議20 年のパネル展示 
 ＋タブレット 

３極合同展示コーナー 
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世界会議20 年のパネル展示 

各世界会議のロゴ、テーマ、写真などにより、世界各地に支えられた歴史を
振り返る 
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世界会議20 年パネル展示：タブレット 
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各世界会議の数値データ、トピックス、象徴的な写真を資料集として 
データ（電子書籍）化 ⇒タブレットで情報提供 

世界会議20 年パネル展示：タブレット 



ITSの開発と実用化、20 年の歩み 
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：「自動運転」、「道路課金」、「交通管理」、「交通情報」の 
 開発と実用化の歴史を年表として展示 

欧・米・APの３極で設定した共通テーマ 
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ITSの開発と実用化、20 年の歩み：自動運転 
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ITSの開発と実用化、20 年の歩み：道路課金 
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ITSの開発と実用化、20 年の歩み：交通管理 
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ITSの開発と実用化、20 年の歩み：交通情報 
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ITSの開発と実用化、20 年の歩み：タブレット 
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ITSの開発と実用化、20 年の歩み：タブレット 

欧 

欧・米・APの３極で設定した４テーマの各事例について、 
写真と概要説明をタブレットで情報提供 

米 AP 

＜道路課金の事例＞ 



2015  
ボルドー 

2014  
デトロイト 

2013   
東京 
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第20 回開催記念展示成果物の継続活用 

第20 回の節目会議で 
 ・ITS世界会議の歴史 
 ・ITSの開発、実用化の歩み 
を整理するきっかけとなった 

2016  
メルボルン 
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世界のITSリーダーによる公開トークセッション 

テーマ 1: 自動運転と協調型運転支援システム 

テーマ 2: ITSビッグデータの可能性 

- 技術が成熟しつつある自動運転と導入が進む協調型運転支援が 
融合する将来への期待と課題について討論。 

-   日米欧の自動車メーカー開発部門や各国・地域の行政機関から 
世界をリードするキーパーソンが語る。 

- 自動車やスマートフォンから収集される膨大なデータが災害対応・ 
エネルギー効率向上など公共分野で活用され、民間サービスの 
事業化も急速に進展。 

-  その潜在力と課題について情報通信事業者、情報処理技術研究者 
など世界のリーダーが議論。 



隊列走行・自動運転 

先進安全自動車 (ASV)  

プローブの利活用 

共同輸送（電機・自動車） 

二酸化酸素削減効果 
の評価手法の確立 

完成車物流 (RFID) 

１．世界一安全な道路交通 
 社会の実現 

２．都市交通の革新 

３．高度幹線物流システム 
  の実現 

４．共通（要素技術） 

DSSS 

ITSスポット 

超小型モビリィの実用化 

公共交通の利便性向上 

ロードマップの 
具体的な取り組み：４分野 代表的な取り組み内容 

協調型 
安全運転支援システム 
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背景：社会還元加速プロジェクトの成果 

高度運転支援システム 
（自動運転） 

平常時・災害時対応 
交通情報システム 

二酸化炭素排出量評価 

今後の推進方策 

総合科学技術会議 2008 - 2012  

「情報通信技術を用いた安全で効率的な道路交通システムの実現」 

大規模実証実験 

通行実績・通行止情報 

共同レポート 

80 ｋｍ/ ｈ・車間4ｍ 
隊列走行 
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今後継続論議していく重点テーマ 

1. 協調型安全運転支援システム 

2. 高度運転支援システム（自動運転） 

 

3. 平常時・災害時対応交通情報システム 

4. 二酸化炭素排出量評価 

自動運転と 
協調型運転支援システム 

ITSビッグデータの可能性 

社会還元加速プロジェクトの成果として整理した 
今後の推進方策 

重要テーマ 



・自動運転と協調型運転支援システム（10 月15 日） 

・ITSビッグデータの可能性（10 月16 日） 

参加者 580 名 
 

参加者 270 名 

21  
21 

世界のITSリーダーによる公開トークセッション 
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Automated and connected vehicle technologies 

GM Mr. John Capp 
Director, Electrical & Controls Systems Research & Active Safety 
Strategy, General Motors 

Ford Mr. Peter Hardigan 
Director of Sustainability, Environment & Safety Engineering,  
Ford Asia Pacific 

BMW Mr. Klaus Kompass 
Vice President, Vehicle Safety, BMW Group 

Volvo Mr. Jan Hellåker, Vice President, Transport Solutions & Services,  
Advanced Technology & Research, Volvo Group 

日産自動車 中畔 邦雄 執行役員 

トヨタ自動車 吉田 守孝 常務役員,  Chief Safety Technology Officer 

UMTRI Dr. Peter Sweatman, Director, University of Michigan Transportation 
Research Institute (UMTRI) 

(Moderator)  飯田 香織 ニュースアンカー, NHK 

公開トークセッション テーマ １ 
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Automated and connected vehicle technologies 

Mr. John Capp 
General Motors 

Mr. Peter Hardigan 
Ford Asia Pacific 

Dr. Peter Sweatman 
University of Michigan 

飯田 香織 氏 
NHK  

中畔 邦雄 氏 
日産自動車 

吉田 守孝 氏 
トヨタ自動車 

Mr. Klaus Kompass 
BMW Group 

Mr. Jan Hellåker 
Volvo Group 
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Automated and connected vehicle technologies 

登壇者にほぼ共通の発言 

Å路車・車車協調や自動運転の技術は、安全・効率・利便の向上に大きく寄与することが期
待される。研究開発や実用化の努力を続けてきた。 

Å短期的には、既に実用化されている運転支援システムを協調型システムと融合して、効果
を顕在化し社会的受容性を築くことが重要。 

Å中期的には、ドライバーが運転に関与して責任を持つことを前提に、危険回避、渋滞対策、
駐車支援などに部分的自動化を図ることになる。走行環境として、駐車場のような閉鎖空
間、高速道路のような進入が管理されている道路などを対象とするシステムを手始めに
2010 年代の商品化を目指す。 

Åいずれは、運転主体が人から機械に移り、自律自動運転が現実になるだろうが課題は多
い。自律自動運転が突然実現するのではなく、段階的製品化と社会的受容性の醸成の末
に実現すると考えられる。 
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Automated and connected vehicle technologies 

特定の登壇者から発言があった内容 

Å自動運転の技術も実用化シナリオも成熟してきた。2020 年に自律自動運転を実用化する
ことを目指している。 

Å自動運転の実用化は、安全性の向上を最優先課題として取り組むことに異論はないが、
安全に関わるクリティカルな状況への自動運転技術適用は残された課題が多い。また、一
般ドライバーの立場ではイライラする渋滞対策や駐車場で空きスペースを探してウロウロす
ることを解消してくれた方がありがたい。自動運転技術適用の最初のアプリケーションを選
ぶ上で考慮すべきだ。 

Å運輸事業は利幅が薄く、経営者は運行効率、省燃費、安全など経営に資する点に関心が
高い。経済合理性から自動運転技術の受容性が高い。 
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ITS Big Data:  
business opportunities and public services 

HERE  Mr. Bruno Simon, Senior Director,  
Go- to- Market & Operations Connected Driving, HERE 

Ericsson  Mr. Julien Forgeat, Research Engineer  
Ericsson Research, Services and Software, Ericsson AB 

IBM Eric- Mark Huitema, Smarter Transportation Leader, IBM 

本田技研工業 今井 武 役員待遇参事, グローバルテレマティクス部部長 

東北大学 桑原 雅夫 教授 
東北大学大学院 情報科学研究科  

(Moderator)  関口 和一 論説委員, 日本経済新聞社 

公開トークセッション テーマ ２ 
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今井 武 氏 
本田技研工業 

桑原 雅夫 氏 
東北大学 

関口 和一氏 
日本経済新聞社  

Mr. Bruno Simon 
HERE 

Mr. Julien Forgeat 
Ericsson 

Eric- Mark Huitema 
IBM 

ITS Big Data 
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ITS Big Data 

Å従来の路側センサーに加えて、移動体から膨大な移動データ（data）を入手することが可能
になった。このデータを解析し、他のデータと融合することにより付加価値のある情報
（information）を生成することができる。 

Åこの情報は、個人向けサービスに加えて、公共サービスやインフラ整備の検討、企業の戦
略検討や意思決定、緊急時や災害対応に有用である。 

Å移動データは、公的機関が保有するものも民間企業が収集したものもオープンに相互利用
可能な取引市場環境を作るべきである。それを二次利用することが社会便益の提供や新
たなビジネス機会の創出に大きな潜在力を与える。 

Åセキュリティとプライバシーの確保は必須の要件である。ある主体が提供した情報だけでは
個人の特定が困難であっても、他の情報源との組み合わせで特定できることもあるので慎
重に扱う必要がある。 

登壇者にほぼ共通の発言 
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ITS Big Data 

欧州の登壇者から発言があった内容 

Åビッグ・データの収集は難しくない。むしろ、密度や精度の異なる多くの提供元からのデータ
を粒度を揃えて一元化し、性質の異なる他の情報源と融合し、そこから価値のある情報を
抽出するところに難しさがある。 

Åデータのオープン化は、（欧州では）市場を通じて行われており大きな課題ではない。競合
他社ともビジネスの観点から連携することもある。 

Åオランダでは、民間が収集したデータを行政が買い上げ、フォーマットや質をチェックした上
で無償で公開している。それを民間がビジネスに活用している。 

Å東京オリンピックは大きなチャンスである。交通ばかりでなく、気象、水道・電力・ガス、など
自治体が統合的に扱う情報センターを構築することを推奨する。イノベーションにつながる
ことを期待する。 
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欧・米・AP共同イベント 

● 第20 回開催記念展示  

ITS世界会議の歴史 

ITSの開発と実用化、20 年の歩み 

● 世界のITSリーダーによる公開トークセッション 

協調型運転支援と自動運転の将来 

ITSビッグデータ 

● ３極合同デモンストレーション 

自動運転と高度運転支援 



『体験しよう！“自動運転に向けて” in お台場 –世界のクルマが集合-  
・デモ内容 
  １．高度運転支援 ・・市販車、認定された開発車に同乗して一般道、首都高速で体験 
  ２．衝突回避支援 ・・市販車に同乗して会場内で体験 
  ３．自動運転    ・・会場内で見学 
 
・デモ実施者 
  国内／海外カーメーカ、研究団体 
 
・関連事業 
  経済産業省調査研究事業 
   （国際的デモンストレーションを通じた高度運転支援システムに関する受容性調査） 
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３極合同デモンストレーション（10/15 ～19 ） 

【衝突回避支援】 

【自動運転】 

【高度運転支援】 

青海西臨時駐車場 K区画 



VOLVO 

BMW ホンダ 

32 

トヨタ 

【自動運転】 
 産業技術総合研究所 

【高度運転支援（一般道、首都高速にて）】 
 トヨタ、ﾎﾝﾀﾞ、BMW、GM 、VOLVO 

３極合同デモンストレーション 

産業技術総合研究所 GM 



BMW 

三菱 

ホンダ 

マツダ 

スズキ 

日産 

トヨタ 

スバル 

33 ダイハツ 

【衝突回避支援】 
 BMW、ホンダ、トヨタ、日産、マツダ、スバル、ダイハツ、三菱、スズキ 

３極合同デモンストレーション 
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３極合同デモンストレーション：展示・受付 
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ITS Japanブースにおける重要テーマの紹介 

・協調型安全運転支援システム 

・高度運転支援システム（自動運転） 
・平常時・災害時対応 
    交通情報システム 

・二酸化炭素排出量評価 

自動運転 ビッグデータ 

ITS 将来ビジョン 



国際連携： 重要テーマの継承 

2015  
ボルドー 

2014  
デトロイト 

2013   
東京 
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・自動運転 
・ビッグデータ 2016  

メルボルン 
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